
１．効率的な行政運営の確立

(１)民間委託等の推進

① 除雪業務の民間委託

・取組内容

現在冬期間の町道の除雪業務は、除雪臨時職員を採用し対応しているところであります。尚、一部

民間委託を導入しており今後は、経費の削減とサービスの向上を目指し町道全線の完全民間委託を推

進するものです。

・目標値

(２) 指定管理者制度の導入

① 指定管理者制度

・取組内容

公共サービスに対する住民ニーズが多様化する中で行政がこうしたニーズに対して、より効果的・

効率的に対応して行くために民間とのパートナーシップによって、民間事業者の有するノウハウを公

の施設の管理にも活用していくことからも、本町の公の施設について、指定管理者へ積極的移行を推

進します。

・目標値①

・目標値②

(３)公社等の経営の健全化

① 振興公社並びに地方公営企業の健全化　　

・取組内容

北竜振興公社並びに地方公営企業の健全化を推進していくためには、適切かつ効率的な業務運営の

環境を確保し、行政同様経営のスリム化を図る必要があります。

このことからも、従前にも増した管理費の節減や改善に取り組み、健全化に努めます。

・目標値

(４)地域協働の推進

① 町内会、まちづくり団体等との連携強化と支援

第３次北竜町行財政改革第３次北竜町行財政改革

集中改革プラン
集中改革プランは、第３次北竜町行財政改革を数値化し目標年度を定め推進していくも

のです。



・取組内容

複雑多様化する地域課題に効果的かつ的確に対応していくためには、町内会やまちづくり団体等と

行政との協働を積極的に進めていく必要があり、ます。このことからも、行政との適切なパートナー

シップを構築し、協調連携を推進していきます。

・目標値

２．行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織

(１)組織機構の見直し

① 課・係の見直し

② グループ制の検討

・取組内容

環境の変化に適切に対応するためには、縦割り組織にとらわれず政策目標に基づき、効果的かつ効

率的に事務事業を処理し得る時代に即した柔軟な組織機構の構築を進める必要があります。

このため、政策、施策、事務事業のまとまり等、住民から見ても分かり易く、更に効果的な組織機

構の構築に努めます。

・目標値

３．定員管理及び給与の適正化と人材育成

(１)定員管理の適正化

① 計画的な職員採用計画の樹立

・ 取組内容

今後、限られた経営資源を住民ニーズに応じて効率的に配分していくためには、より機動的かつ簡

素で効率的な組織が求められるとともに職員の適正な人事管理が必要です。

こうした観点から、社会情勢の変化等を踏まえ、対応すべき行政需要の範囲施策の内容及び手法を

改めて見直しながら、職員の適正な配置、積極的な民間委託の推進、臨時職員の活用等を通じて職員

数の抑制に努めます。

・ 目標値

※平成１７年４月１日現在の総職員数は９３名

平成２２年４月１日の総職員数を９０名以内を目標とする。

(２)給与の適正化

① 諸手当等の総点検（特殊勤務手当等）

・ 取組内容

地方公務員の給与については、給与制度運用における業務の性格や内容を踏まえて、その適正化を

強力に推進します。

・ 目標値

(３)人材育成の推進

① 北竜町人材育成基本方針の策定

・取組内容

人材育成の観点に立って、人事管理、職場風土や仕事の推進プロセス改善を行い、研修機会を設け

て総合的な人材育成に努めます。



・目標値

４．公正の確保と透明性の向上

(１)説明責任と情報公開

①情報公開条例等の積極的活用

・取組内容

説明責任と既存の制度の積極的活用を促進します。

・目標値

５．事務改善の推進

①会計事務改善

・取組内容

現行の伝票経理事務の改善を図り、事務の効率化を促進します。

・目標値

６．自主性・自立性の高い財政運営の確保

(１)経費節減合理化等財政の健全化

① 選挙投票所の見直し

・取組内容

道路網の整備、モータリーゼーション化の進行等により住民の行動範囲は拡大を見せています。

このことからも、現在３カ所の投票所の見直しを図り、町内１投票所とします。

・目標値

② 碧水保育所の廃止

・取組内容

社会問題であります少子化が進む中、碧水地区の保育園児数の減少から補助金の対象外となってし

まうこと、またコストの面からも非常に厳しい状況から平成１８年度末に廃止とし、和保育園と統合

します。

・目標値

③ 事務事業の見直し

・取組内容

再度事務事業の見直しを行い、自主的かつ主体的に健全な財政構造の構築に努めます。

・目標値

④ 補助金の整理合理化

・取組内容

補助金・負担金については、従来から削減を図ってきましたが、更に行政として対応すべき必要性、

費用対効果、経費負担のあり方を精査して見直しをおこないます。

・目標値



⑤ 町内会の再編整備

・取組内容

戸数の減少により、町内会運営がきわめて難しくなって来ている中、地域コミュニティーの確保と

町内会運営の効率化を目指し、町内会の再編整備に努めます。

・目標値

(２)自主財源の確保

① 上下水道料金の見直し

・取組内容

簡易水道会計(上水)、農業集落排水会計(下水)については、公営企業会計による独立採算性での運

営を行っております。

しかし、簡水・集排両会計とも財政は非常に厳しいのが実態であり、一般会計からの繰入金により

運営をしております。

これらのことからも、水道料金並びに下水道料金を１０％～２０％程度の範囲内で値上げをいたし

ます。

・目標値

② 入湯税の導入

・取組内容

入湯税は環境衛生施設等に必要な施設の整備並びに観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴

場における入浴等の入場行為に対して市町村が課する目的税です。

今回、本町においても入湯税の導入を図り自主財源の確保に努めます。

・目標値

※日帰り者＝大人８０円／人　　子供２０円／人　　　宿泊者＝１５０円／人

③ パークゴルフ場の利用料金の見直し

・取組内容

ひまわりパークゴルフ場は、本年新設された９ホールを加え３６ホールになりました。

このことから、利用料金（年間会員も含む）の見直しをおこないます。

・目標値

※１日料金２００円→４００円　　年間会員８，０００円→１２，０００円

④ 使用料・手数料の見直し

・取組内容

自主財源の確保の上からも、各種使用料、手数料の見直しの検討をおこないます。

・目標値

⑤ 税等の徴収率の向上

・取組内容

厳しい財政状況の中、自主財源であります税収への期待はますます高まっています。貴重な財源確

保について、徴収率の向上に努めます。

・目標値


